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質
問
・
質
疑
項
目
（
発
言
順
）      

（
※
）…
掲
載
し
た
項
目

鈴　
木　
浩　
二　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
国
際
化
・
多
文
化
共
生
推
進
計
画
に
つ
い
て

牛　
田　
清　
博　
議
員

　

※
１　

刈
谷
城
建
設
の
白
紙
撤
回
に
つ
い
て

　

※
２　

市
民
の
「
自
治
す
る
文
化
」
を
育
む
こ
と
に
つ
い
て

　

※
３　

刈
谷
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

　
　

４　

市
道
２
─
４
８
５
号
線
他
道
路
新
設
改
良
事
業
に
つ
い
て

新　
海　
真　
規　
議
員

　
　

１　

刈
谷
市
の
感
染
症
対
策
（
新
型
肺
炎
）
に
つ
い
て

　
　

２　

避
難
所
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　

３　

災
害
対
策
管
理
事
業
に
つ
い
て

　

※
４　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

蜂
須
賀　
信　
明　
議
員

　
　

１　

刈
谷
市
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

　

※
２　

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　

３　

就
学
前
の
子
供
へ
の
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

谷　
口　
睦　
生　
議
員

　

※
１　

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

上　
田　
昌　
哉　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
近
未
来
に
つ
い
て

　
　

２　

刈
谷
市
の
農
業
に
つ
い
て

清　
水　
俊　
安　
議
員

　
　

１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　

※
２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

加　
藤　
幹　
樹　
議
員

　
　

１　

公
園
管
理
に
つ
い
て

　

※
２　

地
区
駐
車
場
設
置
事
業
補
助
制
度
に
つ
い
て

渡　
邊　
妙　
美　
議
員

　

※
１　
「
地
域
で
暮
ら
す
」
に
つ
い
て

　
　

２　

小
中
学
校
で
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て

城　
内　
志　
津　
議
員

　

※
１　

児
童
生
徒
を
尊
重
し
た
制
服
・
標
準
服
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　

２　

学
校
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
に
つ
い
て

　
　

３　

郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

伊　
藤　
幸　
弘　
議
員

　

※
１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

外　
山　
鉱　
一　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

葛　
原　
祐　
季　
議
員

　

※
１　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税
環
境
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

　
　

２　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

山　
本　
シ
モ
子　
議
員

　
　

１　

２
０
２
０
年
度
（
令
和
２
年
度
）
予
算
案
に
つ
い
て

　
　

２　

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

　

※
３　

教
育
長
の
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

白　
土　
美
恵
子　
議
員

　

※
１　

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

２　

令
和
２
年
度
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

鈴　
木　
絹　
男　
議
員

　

※
１　

あ
い
ち
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
に
つ
い
て

　
　

２　

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

　
　

３　

障
害
児
関
係
へ
の
介
護
公
助
に
つ
い
て

星　
野　
雅　
春　
議
員

　
　

１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

　

※
３　

令
和
２
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

中　
嶋　
祥　
元　
議
員

　

※
１　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

２　

人
材
育
成
（
学
校
教
育
）
に
つ
い
て

深　
谷　
英　
貴　
議
員

　

※
１　

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

稲　
垣　
雅　
弘　
議
員

　

※
１　
「
元
気
・
笑
顔
・
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て

問　
外
国
人
の
現
状
等
を
ど
の
よ

う
に
第
２
次
計
画
へ
反
映
す
る
の
か
。

答　
現
在
の
刈
谷
市
国
際
化
・
多

文
化
共
生
推
進
計
画
は
、
令
和
３
年

度
に
終
期
を
迎
え
る
た
め
、
令
和
２

年
度
に
市
内
在
住
の
日
本
人
及
び
外

国
人
の
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
第

２
次
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問　
外
国
人
と
の
協
働
や
交
流
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
。
現
計
画
の
実
績

報
告
書
の
中
で
、
未
実
施
と
評
価
さ

れ
た
も
の
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

答　
「
外
国
人
社
員
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
」
や
「
多
様
性
を
活

か
し
た
人
権
尊
重
の
職
場
づ
く
り
」

と
い
う
目
標
に
関
し
、
今
後
外
国
人

労
働
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
企
業
等
へ

の
働
き
か
け
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
は
、
支
援
を

受
け
る
人
だ
け
で
な
く
、
支
援
を
す

る
人
を
支
え
る
た
め
に
多
職
種
間
連

携
が
重
要
で
あ
る
。
連
携
の
場
と
し

て
の
地
域
ケ
ア
会
議
で
の
課
題
を
、

市
は
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
る
か
。

答　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
通
じ
、
多
様
な
主
体
が
参
画
す
る

「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
体
制
整
備

推
進
協
議
会
」
の
議
題
と
し
て
、
対

応
策
や
解
決
策
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
は
、
行

政
も
様
々
な
部
署
が
関
わ
り
、
市
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
が
、
市

の
考
え
は
。

答　
様
々
な
主
体
が
連
携
す
る
一

方
で
、
協
働
や
支
援
す
べ
き
市
も
部

門
横
断
的
な
連
携
が
必
要
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る

連
携
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
、
個

人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
公
平
で
公
正
な

社
会
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
実
行

委
員
会
で
は
、
市
民
が
参
加
し
、
男

女
共
同
参
画
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
。

答　
多
く
の
市
民
や
各
団
体
等
が

参
画
し
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
目
指
し
会
議
を
進
め
て
い
く
。

問　
刈
谷
藩
の
歴
史
や
消
費
税
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済

状
況
か
ら
、
刈
谷
城
築
城
は
白
紙
撤

回
し
、市
民
の
福
祉
を
充
実
す
べ
き
。

答　
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
事
業

と
し
て
今
後
も
重
点
的
に
取
り
組
む
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
を
受
け
、
刈
谷
市
の
地
域
医
療
介

護
等
の
対
応
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
国
、
県
か
ら
の
情
報
を
得
て
、

各
関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
て
い
く
。

問　
自
動
車
産
業
の
変
革
を
受
け
、

新
た
な
分
野
の
産
業
誘
致
を
視
野
に
、

雇
用
創
出
す
る
「
地
域
経
済
活
性
化

施
策
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
刈
谷
市
の
中
小
企
業
の
課
題

で
あ
る
人
手
不
足
や
人
材
育
成
に
も

対
応
し
つ
つ
、
需
要
の
高
い
工
業
用

地
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
む
。

問　
超
高
速
通
信
シ
ス
テ
ム
５
Ｇ

に
よ
り
、
社
会
や
暮
ら
し
の
大
変
革

が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答　
将
来
を
見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
急
激
な
進
展
に
対
応
し
な
が

ら
、
よ
り
高
度
な
も
の
づ
く
り
技
術

の
創
造
な
ど
を
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
市
内
企
業
自
ら
が
技
術

革
新
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
や
、

新
た
な
分
野
へ
の
進
出
な
ど
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
施
策
を
調
査
研
究
す

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
令
和
２
年
度
か
ら
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
費
補
助
事
業
が
事
業
化
さ

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
９
月
定
例
会
で
要
望
し
て
お
り
、

事
業
化
を
高
く
評
価
す
る
。
事
業
の

詳
細
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
補
助
対
象
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
、
分
電
盤
に
設
置
し
、
一
定
の
揺

れ
を
感
知
し
た
際
に
電
気
供
給
を
ス

ト
ッ
プ
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
震
に

伴
う
停
電
の
場
合
も
、
電
気
供
給
再

開
に
伴
う
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
、

電
源
が
落
ち
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

機
能
と
、
日
本
配
線
シ
ス
テ
ム
工
業

会
の
規
格
に
定
め
る
構
造
及
び
機
能

を
有
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
補
助

対
象
経
費
は
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

購
入
及
び
設
置
に
要
す
る
費
用
で
補

助
率
は
２
分
の
１
、
補
助
金
の
上
限

は
２
万
円
で
あ
る
。

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
視

点
に
立
つ
と
き
、
男
女
別
の
制
服
着

用
義
務
は
、
生
ま
れ
持
っ
た
多
様
な

性
や
個
性
を
狭
め
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
防
寒
・
防
犯
面
か
ら
も
制
服

の
選
択
制
や
女
子
向
け
ス
ラ
ッ
ク
ス

等
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
服
装
に
つ
い
て
は
学
校
と
家

庭
が
十
分
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
市
や
他
県
の
実
例
も
参
考
に
す
る
。

問　
小
学
校
15
校
の
う
ち
６
校
の

み
が
標
準
服
を
採
用
し
て
い
る
。
一

式
着
用
や
靴
下
や
ゴ
ム
の
色
ま
で
規

定
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
標
準
服

の
自
由
化
や
行
き
過
ぎ
て
い
る
点
の

改
善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
標
準
服
は
強
制
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
各
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と

協
議
し
て
決
め
て
い
る
。
保
護
者
に

は
学
校
側
と
御
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

問　
地
区
駐
車
場
設
置
事
業
補
助

制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
活
用
実

績
は
。

答　
違
法
駐
車
や
迷
惑
駐
車
な
ど

で
、
生
活
環
境
に
著
し
い
支
障
が
出

て
い
る
地
区
の
駐
車
場
設
置
を
支
援

す
る
制
度
で
あ
る
。
平
成
20
年
度
以

降
、
活
用
実
績
は
な
い
。

問　
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た
上
で
、

補
助
要
件
の
緩
和
、
見
直
し
に
よ
り

活
用
で
き
る
制
度
に
す
る
か
、
も
し

く
は
、
制
度
自
体
の
廃
止
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
民
間
事
業
者
に
よ
る
駐
車
場

の
設
置
も
増
え
る
な
ど
、
以
前
と
環

境
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
今

後
の
補
助
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
状
況
を
見
極
め
判
断
を
し
て
い

く
。

問　
令
和
２
年
度
の
教
育
行
政
方

針
で
述
べ
ら
れ
た
「
人
づ
く
り
」
と

い
う
言
葉
に
大
変
感
動
し
た
。
そ
の

言
葉
に
込
め
ら
れ
た
教
育
長
の
思
い

は
。答　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
が
進
み
、
個
人
で
活
動
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
人
と
の
関
わ
り
合
い

が
希
薄
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
、
子
供
た
ち
は
周
り
の

子
供
た
ち
と
認
め
合
い
、
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
目

の
前
に
い
る
子
供
た
ち
は
、
み
ん
な

純
粋
な
心
を
持
ち
、
友
達
の
よ
さ
を

見
つ
け
、
そ
の
友
達
を
大
切
に
し
て

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。
子
供
た
ち
の
頑
張
り
や
成
長

を
様
々
な
場
面
で
し
っ
か
り
と
見
取

り
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
そ
の
子
自

身
に
伝
え
て
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

問　
給
食
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
豊
か
な
食
事
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
健
康
の
保
持
増
進
や
体
力

の
向
上
が
図
ら
れ
る
が
、
残
食
率
と

そ
の
対
策
は
。

答　
平
成
30
年
度
の
実
績
で
、
小

学
校
は
年
間
約
50
ト
ン
で
、
全
体
の

６
．
７
％
、中
学
校
は
約
14
ト
ン
で
、

３
．
３
％
で
あ
る
。
残
食
を
減
ら
す

た
め
、
給
食
時
間
に
音
楽
を
流
し
て

楽
し
い
雰
囲
気
を
作
っ
た
り
、
完
食

が
多
い
学
級
を
表
彰
す
る
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
。

問　
給
食
時
間
が
も
う
少
し
長
け

れ
ば
、
残
食
は
減
少
す
る
の
で
は
な

い
か
。

答　
現
状
、
準
備
時
間
の
短
縮
な

ど
、
会
食
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も

調
査
検
討
を
し
て
い
く
。

問　
市
民
税
等
の
納
税
に
際
し
、

近
隣
自
治
体
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
用
い
た
納
付
を
導
入
し
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
約
２
，

０
０
０
万
円
か
か
る
こ
と
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
納
付
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の

利
用
割
合
が
数
％
と
低
い
状
況
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続

き
調
査
研
究
を
進
め
、
効
果
的
な
導

入
を
図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　
拡
大
す
る
ス
マ
ホ
決
済
を
用

い
た
納
税
の
導
入
は
ど
う
か
。

答　
納
税
者
が
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融

機
関
に
出
向
く
こ
と
な
く
納
付
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
利
便
性
向
上
に
大

い
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。
最

も
簡
単
で
手
数
料
も
安
い
口
座
振
替

の
利
用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

新
た
な
納
付
方
法
も
検
討
す
る
。

問　
国
が
進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
と
は
。

答　
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
な
い
創
造

性
を
育
む
学
習
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
児
童
生
徒
向
け
に
一
人
一
台
の

学
習
用
端
末
と
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
す
る
構
想
で
あ
る
。

問　
本
市
の
学
習
用
端
末
の
整
備

状
況
と
構
想
実
現
の
た
め
の
取
組
は
。

答　
全
小
中
学
校
の
各
学
校
に
41

台
、
合
計
８
６
１
台
の
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
て
い
る
。
一

台
当
た
り
の
人
数
は
、
令
和
２
年
２

月
１
日
現
在
の
児
童
生
徒
数
で
算
定

す
る
と
、
14
．
７
人
で
あ
る
。
令
和

２
年
度
に
全
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
合
計
８
６
１
台
導
入
し
、

実
際
に
授
業
で
活
用
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
活
用
方
法
な
ど
を
研
究
し
た

上
で
、
構
想
の
実
現
を
目
指
す
。

問　
少
人
数
学
級
の
実
施
の
試
算

は
し
て
い
る
の
か
。

答　
仮
に
、
令
和
元
年
度
小
中
学

校
全
て
の
学
年
で
35
人
学
級
を
実
施

す
る
と
、
現
在
の
学
級
数
か
ら
32
学

級
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場

合
、
他
の
目
的
で
使
用
し
て
い
る
教

室
で
対
応
し
て
も
、
教
室
が
不
足
す

る
と
と
も
に
、
別
に
教
員
を
雇
用
す

る
必
要
も
出
て
く
る
。

問　
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
先

に
自
衛
隊
を
入
れ
て
い
る
が
、
見
直

し
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

令
和
元
年
度
の
実
績
は
。

答　
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
先

に
自
衛
隊
を
選
ん
だ
子
供
は
９
名
で

あ
る
。
体
験
先
は
、
子
供
と
保
護
者

が
相
談
し
て
決
め
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
判
断
、
意
思
を
尊
重
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
就
学
援
助
と
し
て
支
給
を
受

け
る
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の

過
去
５
年
間
に
お
け
る
単
価
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
小
学
校
新
１
年
生
が
平
成
27
、

28
年
度
は
２
万
４
７
０
円
、
29
、
30

年
度
は
４
万
６
０
０
円
、
31
年
度
は

５
万
６
０
０
円
と
な
り
、
中
学
校
新

１
年
生
が
平
成
27
、
28
年
度
は
２
万

３
，
５
５
０
円
、
29
、
30
年
度
は
４

万
７
，
４
０
０
円
、
31
年
度
は
５
万

７
，
４
０
０
円
と
推
移
し
て
い
る
。

問　
新
入
学
児
童
学
用
品
費
の
支

援
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
今
後
は
、
経
済
的
な
理
由
で

お
困
り
の
保
護
者
の
就
学
に
必
要
な

費
用
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
前
向
き

な
気
持
ち
で
新
学
期
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
適
切
な
援
助
に
努
め
て
い

く
。

問　
平
成
29
年
度
の
本
市
の
一
人

一
日
当
た
り
の
「
ご
み
総
排
出
量
」

は
県
平
均
よ
り
81
グ
ラ
ム
多
い
。
家

庭
系
ご
み
は
約
４
％
減
、
事
業
系
ご

み
は
約
６
％
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
人
当
た
り
の
ご
み
処
理
関
連
費
用

は
。答　

平
成
30
年
度
は
１
万
４
，
３

５
５
円
で
あ
る
。

問　
６
年
間
で
約
３
億
６
０
０
万

円
増
え
て
い
る
。
増
加
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
も
全
市
民
挙
げ
て
取

り
組
む
時
期
に
来
て
い
る
。
市
が
中

心
と
な
り
「
ご
み
に
し
な
い
」
協
力

を
求
め
、
導
き
、
取
り
組
む
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
地
域
、
各
種
団
体
へ
の

協
働
要
請
は
。

答　
「
５
３
０
」
運
動
の
依
頼
や

支
援
、
ま
た
出
前
講
座
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

鈴
木　
浩
二　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

第
２
次
刈
谷
市
国
際
化
・
多
文
化
共
生
推
進
計
画
を
実
行
性
あ
る
計
画
に

︱
社
会
情
勢
に
も
十
分
に
留
意
し
、
第
２
次
計
画
の
策
定
に
努
め
る
︱

渡
邊　
妙
美　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

多
職
種
間
で
連
携
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

︱
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
連
携
体
制
の
整
備
に
努
め
る
︱

牛
田　
清
博　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
で
市
民
参
画
の
推
進
を
す
べ
き

︱
ミ
ラ
イ
ク
会
議
開
催
に
向
け
て
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
︱

伊
藤　
幸
弘　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
長
）

産
業
の
持
続
的
成
長
を
促
す
革
新
的
な
取
組
を

︱
企
業
が
進
出
し
や
す
い
よ
う
、
日
本
一
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
︱

新
海　
真
規　
議
員	
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
費
補
助
事
業
の
内
容
は

︱
購
入
及
び
設
置
の
費
用
に
、
上
限
２
万
円
の
補
助
を
行
う
︱

城
内　
志
津　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

児
童
生
徒
を
尊
重
し
た
制
服
・
標
準
服
へ
の
見
直
し
を

︱
制
服
・
標
準
服
は
各
学
校
と
家
庭
で
協
議
し
決
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
︱

加
藤　
幹
樹　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

地
区
駐
車
場
設
置
事
業
補
助
制
度
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を

︱
今
後
の
補
助
制
度
の
在
り
方
は
、
状
況
を
見
極
め
判
断
し
て
い
く
︱

清
水　
俊
安　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
長
）

人
づ
く
り
に
込
め
る
思
い
を

︱
子
供
た
ち
の
頑
張
り
や
成
長
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
伸
ば
し
て
い
き
た
い
︱

蜂
須
賀　
信
明　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

学
校
給
食
の
残
食
を
減
ら
す
た
め
の
対
策
を

︱
自
主
的
に
完
食
を
目
指
す
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
︱

葛
原　
祐
季　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
総
務
部
長
）

ス
マ
ホ
決
済
の
利
用
が
増
え
る
な
か
、
新
し
い
納
税
方
法
と
し
て
の
検
討
を

︱
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
、
費
用
対
効
果
等
も
鑑
み
て
検
討
す
る
︱

谷
口　
睦
生　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
早
期
整
備
を

︱
具
体
的
な
活
用
方
法
や
運
用
ル
ー
ル
を
研
究
し
、
実
現
を
目
指
す
︱

山
本　
シ
モ
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
先
に
自
衛
隊
が
あ
る
こ
と
の
見
直
し
を

︱
子
供
と
保
護
者
が
相
談
し
て
決
め
て
お
り
、
そ
の
判
断
を
尊
重
し
た
い
︱

上
田　
昌
哉　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

就
学
援
助
に
お
け
る
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

︱
新
１
年
生
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
適
切
な
援
助
に
努
め
る
︱

外
山　
鉱
一　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

「
ご
み
減
量
」
に
向
け
た
取
組
を

︱
市
民
・
事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
︱

質
問
・
質
疑

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
２
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
で
、
20
人
が
登
壇
し
、

44
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
質
問
・
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
に
つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

質問・答弁がホームページから映像で御覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像を見る」をクリックしてください。

安心して学用品をそろえられるよう支援市民一人一人が、「ごみにしない」取組を
（５３０運動の様子）

「かけがえのない」一人一人が
大切にされる社会へ（ワークショップ）

5G

より高度な技術の創造などを支援し
成長し続けるまちづくりを


